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―
こ
こ
数
年
の
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）
の
国
内
需

要
を
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

17
年
は
２
７
４
万
㌧
で
直

近
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
18
年

後
半
か
ら
タ
イ
ト
感
は
薄

れ
、
19
年
に
は
２
６
５
万
㌧

と
16
年
並
み
に
後
退
し
、
ウ

エ
ル
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た
。

　
国
内
需
要
の
う
ち
輸
入
玉

は
18
年
が
58
万
㌧
で
、
19
年

も
57
万
㌧
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は

な
い
。

　
た
だ
、
北
米
シ
ェ
ー
ル
由

来
の
Ｐ
Ｅ
が
18
年
の
２
万
８

千
㌧
か
ら
19
年
に
は
４
万
５

千
㌧
に
増
え
た
。
輸
入
品
に

占
め
る
比
率
は
８
％
程
度

だ
。
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
は

１
５
７
万
㌧
と
膨
大
な
量
が

流
入
し
、
市
況
の
軟
化
要
因

と
な
っ
た
。
引
き
続
き
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。

―
改
め
て
御
社
の
Ｐ
Ｅ

製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、

Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
と
接

着
性
樹
脂
「
メ
ル
セ
ン
」
の

５
樹
脂
ト
ー
タ
ル
で
年
産
約

30
万
㌧
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｅ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

規
模
は
大
き
く
な
い
が
、
約

４
０
０
種
も
の
多
彩
な
カ
ス

タ
ム
グ
レ
ー
ド
を
展
開
し
て

い
る
。
特
に
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
品
揃

え
が
豊
富
な
の
も
当
社
の
特

徴
だ
。
独
自
の
配
合
と
混
錬

技
術
を
駆
使
し
た
機
能
性
ポ

リ
マ
ー
の
「
メ
ル
セ
ン
」

は
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
を
ベ
ー
ス
と
し

た
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で
、
主
力

の
「
Ｍ
グ
レ
ー
ド
」
は
イ
ー

ジ
ー
ピ
ー
ル
用
途
と
し
て
国

内
に
と
ど
ま
ら
ず
ア
ジ
ア
か

ら
中
東
、
欧
米
へ
と
市
場
を

広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ン

化
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
「
Ｈ
グ
レ
ー

ド
」
は
樹
脂
改
質
剤
や
粉
体

塗
装
と
し
て
、
「
Ｇ
グ
レ
ー

ド
」
は
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
用
中

間
膜
を
主
用
途
と
し
て
需
要

を
伸
ば
し
て
い
る
。

―
Ｐ
Ｅ
の
特
殊
化
・
差

別
化
率
は
高
い
よ
う
で
す
。

　
輸
入
品
に
置
き
換
え
ら
れ

な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て

差
別
化
率
は
８
割
に
達
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国

内
同
業
他
社
も
志
向
し
て
い

る
こ
と
で
、
国
産
品
と
の
競

争
に
勝
ち
残
ら
な
い
と
意
味

は
な
い
。
今
後
と
も
品
質
や

機
能
、
価
格
の
優
位
性
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
日
々
の

技
術
研
鑽
は
不
可
欠
だ
。

―
足
元
の
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
は
。

　
Ｐ
Ｅ
で
は
自
動
車
部
材
や

電
子
機
器
な
ど
耐
久
消
費
財

に
関
わ
る
需
要
が
急
落
し
て

い
る
。
実
際
、
自
動
車
の
ガ

ソ
リ
ン
タ
ン
ク
や
フ
ェ
ン
ダ

ー
ラ
イ
ナ
ー
の
需
要
や
、
各

種
電
子
部
材
向
け
の
マ
ス
キ

ン
グ
フ
ィ
ル
ム
の
需
要
は
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一

方
、
食
品
包
装
や
容
器
な
ど

の
生
活
に
密
着
し
た
用
途

は
、
需
要
鈍
化
の
レ
ベ
ル
は

今
の
と
こ
ろ
低
く
済
ん
で
い

る
。
例
え
ば
家
庭
紙
向
け
の

フ
ィ
ル
ム
用
途
や
カ
ッ
プ
め

ん
向
け
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
用
途

な
ど
は
比
較
的
堅
調
で
、
４

月
の
出
荷
見
通
し
も
生
活
密

着
包
材
を
中
心
に
一
定
の
レ

ベ
ル
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

―
御
社
は
医
療
と
食
品

分
野
に
強
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｅ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
用
途

で
は
国
内
３
分
の
１
の
シ
ェ

ア
は
確
立
し
て
い
る
。
例
え

ば
医
療
用
目
薬
容
器
向
け
の

Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
で
は
30
年
来
、
ト

ッ
プ
の
地
位
に
あ
る
。
輸
液

バ
ッ
ク
や
カ
ッ
プ
め
ん
・
乳

製
品
の
容
器
な
ど
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
物
性
要
求
に
応
え
る

べ
く
顧
客
と
の
共
同
開
発
を

丁
寧
に
進
め
て
き
た
結
果
、

指
定
グ
レ
ー
ド
と
し
て
長
年

採
用
さ
れ
て
い
る
。
医
療
や

食
品
用
途
は
無
添
加
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
性
や

低
異
味
性
で
あ
る
こ
と
が
必

須
で
、
こ
れ
を
実
現
す
る
触

媒
技
術
が
カ
ギ
を
握
る
。

―
技
術
開
発
と
言
え
ば

昨
年
８
月
に
四
日
市
に
新
研

究
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た

高
分
子
材
料
研
、
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ナ
ル
ポ
リ
マ
ー
研
、
ウ

レ
タ
ン
研
の
３
研
究
所
を
統

合
し
、
ポ
リ
マ
ー
製
品
の
新

た
な
研
究
開
発
拠
点
に
集
約

し
た
。
中
で
も
高
分
子
材
料

研
究
所
内
の
カ
ス
タ
マ
ー
ラ

ボ
に
世
界
初
と
な
る
９
種
９

層
の
押
出
成
形
機
と
、
３
種

３
層
の
ブ
ロ
ー
成
形
機
を
導

入
し
た
。
い
ず
れ
も
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
仕
様
で
、
輸
液
バ

ッ
グ
を
中
心
に
メ
デ
ィ
カ
ル

用
途
向
け
多
層
成
型
製
品
を

試
作
す
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
た
設
備
だ
。
こ
の
分
野
で

の
新
規
用
途
開
発
を
加
速

し
、
当
社
の
強
み
を
よ
り
強

固
に
し
て
い
く
。

―
特
殊
化
率
向
上
の
一

方
で
、
多
品
種
少
量
生
産
が

足
か
せ
に
な
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
か
。

　
逆
に
も
っ
と
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
特
に
高
圧

法
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
で
は
誰
も
や

り
そ
う
に
な
い
ニ
ッ
チ
な
開

発
テ
ー
マ
を
取
り
込
み
市
場

へ
の
提
案
を
強
化
す
る
。
四

日
市
の
年
産
３
万
１
千
㌧
能

力
の
小
振
り
な
高
圧
法
Ｌ
Ｌ

Ｄ
Ｐ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト
は
Ｃ
４
Ｌ

Ｌ
、
Ｃ
６
Ｌ
Ｌ
、
メ
タ
ロ
セ

ン
系
Ｌ
Ｌ
、
Ｖ
Ｌ
（
超
低
密

度
Ｐ
Ｅ
）
の
４
タ
イ
プ
を
造

り
分
け
て
い
る
。

　
特
に
メ
タ
ロ
セ
ン
系
Ｌ
Ｌ

は
、
フ
ィ
ル
ム
用
途
を
志
向

す
る
他
社
と
は
異
な
り
、
用

途
と
し
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
と
モ

ー
ル
ド
に
特
化
し
た
開
発
を

推
進
し
て
い
る
。
カ
ス
タ
ム

メ
ー
ド
に
よ
る
高
機
能
材
料

が
当
社
の
特
殊
化
率
向
上
を

牽
引
し
て
お
り
、
大
ヒ
ッ
ト

し
た
最
終
製
品
も
数
多
く
生

ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
顧

客
と
の
創
り
込
み
に
よ
り
確

立
し
た
用
途
だ
。

　
Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
で
は
半
導
体
洗

浄
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
高
純

度
薬
液
缶
用
途
で
世
界
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
確
立
し
て
い

る
。
当
社
の
触
媒
は
残
渣
が

あ
る
一
定
の
薬
液
を
侵
さ
な

い
と
い
う
点
が
評
価
ポ
イ
ン

ト
で
、
多
層
ブ
ロ
ー
の
内
張

り
に
必
須
の
材
料
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
。

―
さ
ら
な
る
特
殊
化
に

寄
与
す
る
新
規
材
料
と
は
。

　
メ
タ
ロ
セ
ン
触
媒
を
用
い

た
超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
の
事
業

化
を
検
討
し
て
い
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
主
と
し
て
Ｌ
ｉ
Ｂ

の
セ
パ
レ
ー
タ
ー
用
途
を
想

定
し
て
い
る
。
メ
タ
ロ
セ
ン

系
樹
脂
の
特
徴
で
あ
る
強
度

を
生
か
し
て
薄
膜
化
・
軽
量

化
に
寄
与
す
る
高
機
能
部
材

と
し
て
付
加
価
値
が
認
め
ら

れ
る
分
野
に
市
場
開
拓
を
図

っ
て
い
る
。
一
部
顧
客
か
ら

の
品
質
評
価
が
最
終
段
階
に

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遅
れ
る
ケ

ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。

　
セ
パ
レ
ー
タ
ー
以
外
で
は

摺
動
部
材
向
け
成
形
品
の
用

途
開
発
も
模
索
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
用
途
を
き
ち
ん
と
確

立
し
て
、
今
年
度
中
に
も
事

業
化
の
メ
ド
を
つ
け
た
い
。

超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
は
パ
ウ
ダ

ー
状
で
得
ら
れ
る
た
め
、
後

工
程
を
中
心
に
既
存
の
低
圧

法
Ｐ
Ｅ
設
備
を
改
造
す
る
こ

と
で
比
較
的
少
な
い
投
資
で

生
産
体
制
を
構
築
で
き
る
だ

ろ
う
。―

石
化
業
界
に
は
厳
し

い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
顧
客
か
ら

バ
リ
ュ
ー
が
認
め
ら
れ
当
社

の
強
み
が
生
か
せ
る
分
野
に

展
開
を
広
げ
て
い
く
と
い
う

基
本
戦
略
を
推
進
し
て
い

く
。
と
同
時
に
メ
タ
ロ
セ
ン

系
超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
の
事
業

化
と
い
う
新
た
な
挑
戦
に
も

取
り
組
む
。

　
汎
用
樹
脂
を
代
表
す
る
Ｐ

Ｅ
で
あ
っ
て
も
ニ
ッ
チ
の
市

場
は
必
ず
存
在
す
る
。
当
社

は
そ
こ
を
さ
ら
に
深
掘
り
し

て
生
き
残
り
を
果
た
し
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
も
市
場
の

情
報
を
い
ち
早
く
つ
か
む
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
重
要
で
、

最
終
的
に
は
こ
れ
ら
を
探
索

で
き
る
人
材
が
カ
ギ
を
握
る

と
考
え
て
い
る
。

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
業
界
展
望
⑧

東
ソ
ー

メ
タ
ロ
セ
ン
系

超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ

年
度
内
に
事
業
化
へ

カ
ス
タ
ム
メ
ー
ド
で
推
進

特殊化

西岡秀明氏
執行役員ポリマー事業部長

３月の石化製品生産実績
（単位 ： 1,000㌧、 ％）

３月 前月比
前　年
同月比

１～３月
計

前　年
同期比

エ チ レ ン 453.6 ▲13 ▲19 1,495.0 ▲8

Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 98.2 ▲15 ▲19 338.5 ▲9

Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 51.9 ▲16 ▲36 179.8 ▲22

Ｐ 　 　 Ｐ 191.0 ▲12 ▲12 622.9 ▲4

Ｐ 　 　 Ｓ 65.3 19 1 175.5 ▲4

Ｓ 　 　 Ｍ 138.0 ▲8 ▲4 453.9 ▲10

Ｐ Ｖ Ｃ 132.3 ▲10 ▲2 433.3 0

Ｖ Ｃ Ｍ 217.8 ▲5 ▲8 696.0 2

Ｍ Ｍ Ａ 34.9 7 ▲12 103.1 ▲12

Ｅ 　 　 Ｏ 52.4 ▲33 ▲37 209.0 ▲12

Ｅ 　 　 Ｇ 35.0 ▲39 ▲43 152.0 ▲16

アセトアルデヒド 4.4 ▲37 ▲19 20.5 6

Ａ 　 　 Ｎ 33.6 ▲10 ▲10 108.3 ▲2

Ｓ Ｂ Ｒ 13.1 ▲53 ▲4 81.9 ▲15

Ｂ 　 　 Ｒ 20.3 ▲24 ▲16 74.2 ▲1

　
石
油
化
学
工
業
協
会
が
ま

と
め
た
主
要
石
油
化
学
製
品

の
３
月
生
産
実
績
に
よ
る

と
、
エ
チ
レ
ン
は
前
年
同
月

比
19
・
３
％
減
の
45
万
３
６

０
０
㌧
と
２
カ
月
ぶ
り
に
前

年
実
績
を
下
回
っ
た
。
当
月

の
定
修
実
施
エ
チ
レ
ン
プ
ラ

ン
ト
は
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
川
崎
と
東
ソ
ー
・
四
日

市
の
２
基
（
前
年
同
月
は
定

修
な
し
）
で
生
産
が
絞
ら
れ

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

石
化
製
品
の
需
要
減
で
プ
ラ

ン
ト
稼
働
率
が
低
下
し
た
。

　
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
実

質
稼
働
率
は
88
・
７
％
（
前

年
同
月
は
95
・
１
％
、
前
月

は
95
・
０
％
）。
好
不
調
の

目
安
と
さ
れ
る
90
％
を
13
年

11
月
以
来
６
年
４
カ
月
ぶ
り

に
割
り
込
ん
だ
。
エ
チ
レ
ン

を
除
く
対
象
14
品
目
の
生
産

は
Ｐ
Ｓ
を
除
く
13
品
目
が
前

年
割
れ
と
な
っ
た
。

稼
働
率
90
％
割
れ

６
年
４
ヵ
月
ぶ
り

エ
チ
レ
ン
は
19
％
減

石 化 品
３月生産

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
、
食
品
・
飲
料

パ
ッ
ケ
ー
ジ
向
け
の
リ
キ
ッ

ド
イ
ン
キ
な
ど
を
製
造
・
販

売
す
る
中
国
の
遼
寧
天
麒
科

技
（
遼
寧
省
鉄
嶺
市
）
を
１

日
に
買
収
し
た
。
買
収
後
の

会
社
名
は
迪
愛
生
（
瀋
陽
）

油
墨
と
な
る
。
同
社
の
生
産

能
力
は
年
産
２
千
㌧
で
、
買

収
に
よ
り
中
国
に
お
け
る
Ｄ

Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
リ
キ
ッ
ド

イ
ン
キ
の
生
産
能
力
は
２
割

Ｄ
Ｉ
Ｃ

華
北
、東
北
供
給
拡
充

中
国
企
業
を
買
収

食品包材用
イ　ン　キ

増
強
さ
れ
、
同
時
に
華
北
、

東
北
地
域
に
対
す
る
供
給
体

制
も
拡
充
す
る
。

　
食
品
・
飲
料
パ
ッ
ケ
ー
ジ

向
け
リ
キ
ッ
ド
イ
ン
キ
の
中

国
市
場
は
年
間
28
万
㌧
と
さ

れ
、
需
要
は
近
年
急
増
し
、

特
に
環
境
対
応
型
製
品
が
増

え
て
い
る
。
同
イ
ン
キ
で
Ｄ

Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
中
国
に
お

け
る
生
産
能
力
は
、
今
回
の

買
収
に
よ
っ
て
年
産
２
万
３

千
㌧
に
拡
張
す
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｃ

は
華
東
（
南
通
市
）
と
華
南

（
広
州
市
）
に
生
産
拠
点
を

有
し
、
環
境
対
応
型
の
高
品

質
な
製
品
を
供
給
し
、
市
場

を
拡
大
し
て
き
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
買
収
に
よ
っ
て

中
国
・
東
北
地
域
を
中
心
と

す
る
遼
寧
天
麒
の
事
業
を
取

り
込
む
と
と
も
に
、
取
得
し

た
生
産
拠
点
を
華
北
・
東
北

地
域
の
拠
点
と
位
置
づ
け
て

供
給
体
制
を
強
化
し
、
同
地

域
の
市
場
拡
大
に
つ
な
げ

る
。
同
時
に
中
国
に
お
け
る

生
産
拠
点
を
分
散
す
る
こ
と

で
供
給
安
定
化
も
図
っ
て
い

く
。
今
後
は
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
技
術

を
導
入
し
、
必
要
な
設
備
改

良
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
環
境
対
応
型
製
品
の

増
産
に
も
対
応
し
て
い
く
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
現
行
の
中
期
経

営
計
画
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
リ
ソ
ー
ス

集
中
を
掲
げ
て
お
り
、
製
品

構
成
の
拡
張
、
ア
ジ
ア
の
生

産
体
制
強
化
や
Ｊ
Ｖ
、
Ｍ
＆

Ａ
を
通
じ
た
事
業
規
模
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
や
原
油
市
場
の
激
変
と
い

っ
た
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
今

後
の
経
営
と
し
て
、
当
面
は

短
期
的
な
危
機
対
応
を
優
先

し
な
が
ら
、
20
年
度
か
ら
の

新
中
期
経
営
計
画
で
半
導
体

材
料
と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

（
Ｌ
Ｓ
）
を
利
益
成
長
の
牽

引
役
と
す
る
。
ま
た
、
組
織

の
デ
ジ
タ
ル
変
革
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
な
ど
で

事
業
構
造
、
経
営
体
制
を
強

化
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｅ
で
２
ケ
タ
の

利
益
水
準
と
50
％
以
上
の
株

主
還
元
率
を
確
保
し
、
一
層

の
進
化
に
つ
な
げ
る
。

　
半
導
体
材
料
と
Ｌ
Ｓ
の
両

事
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

能
力
増
強
、
Ｍ
＆
Ａ
を
含
め

て
投
資
を
継
続
す
る
。
半
導

体
材
料
は
先
端
リ
ソ
グ
ラ
フ

ィ
材
料
の
拡
販
に
よ
る
シ
ェ

ア
拡
大
と
プ
ロ
セ
ス
材
料
、

実
装
材
料
分
野
の
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
拡
大
で
収
益
を
拡
大

す
る
。
国
内
の
能
力
増
強
や

米
国
の
洗
浄
剤
工
場
の
立
ち

上
げ
を
含
め
、
成
長
投
資
は

計
画
通
り
推
進
す
る
。
Ｌ
Ｓ

は
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
バ
イ
オ
プ
ロ

セ
ス
材
料
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
、
Ｉ
Ｖ

Ｄ
事
業
で
成
長
を
加
速
し
、

能
力
増
強
、
資
源
投
入
も
継

続
す
る
。
20
年
度
の
資
本
的

支
出
（
計
画
額
は
前
年
度
比

39
億
円
減
の
４
２
０
億
円
）

も
半
導
体
材
料
と
Ｌ
Ｓ
に
重

点
的
に
充
て
る
。

　
一
方
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材

料
事
業
は
中
国
市
場
へ
の
シ

フ
ト
が
進
む
な
か
、
製
造
を

含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

見
直
し
を
進
め
る
な
ど
、
中

次
期
中
計

石
化
は
構
造
改
革
推
進

半
導
体
と
Ｌ
Ｓ
に
軸
足

ＪＳＲ

国
へ
の
集
中
と
コ
ス
ト
管
理

を
徹
底
す
る
。
次
世
代
通
信

分
野
で
の
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
成
長
と

合
わ
せ
て
投
下
資
本
に
見
合

っ
た
利
益
確
保
を
目
指
す
。

　
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
事
業
は
事

業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て

製
品
構
成
の
見
直
し
や
コ
ス

ト
低
減
な
ど
の
構
造
改
革
を

実
行
し
、
投
資
は
最
低
限
に

と
ど
め
る
。
合
成
樹
脂
事
業

は
高
付
加
価
値
品
の
拡
大
を

追
求
す
る
。

　
今
回
の
経
営
環
境
激
変
へ

は
、
需
要
動
向
に
沿
っ
て
コ

ス
ト
の
大
幅
削
減
、
製
造
体

制
の
変
更
な
ど
を
迅
速
に
行

え
る
体
制
と
し
、
経
営
の
安

定
を
確
保
で
き
る
組
織
体

制
、
資
金
力
を
維
持
す
る
。

成
長
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る

投
資
は
継
続
し
て
い
く
。

　
営
業
利
益
４
２
０
億
円
、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
８
％
以
上
な
ど
を
掲

げ
た
前
中
計
は
半
導
体
材
料

や
Ｌ
Ｓ
事
業
が
拡
大
し
た
も

の
の
、
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
事
業

の
低
迷
な
ど
で
未
達
と
な
っ

た
。
Ｌ
Ｓ
は
Ｍ
＆
Ａ
効
果
も

あ
っ
て
19
年
度
で
売
上
高
５

０
５
億
円
、
営
業
利
益
36
億

円
に
拡
大
し
た
。
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
は
Ｓ
―
Ｓ
Ｂ
Ｒ
が
市
場

の
伸
び
を
上
回
る
拡
販
を
果

た
し
た
も
の
の
、
合
成
ゴ
ム

の
市
況
悪
化
な
ど
で
未
達
。

合
成
樹
脂
は
健
闘
し
た
。
ノ

ン
コ
ア
事
業
（
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
キ
ャ
パ
シ
タ
）
の
売
却

も
実
施
し
た
。

20
年
度
は
売
上
高
４
２
３

０
億
円
、
営
業
利
益
２
３
０

億
円
の
減
収
減
益
を
見
込

む
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
ト
ー
タ
ル
で
５
０
０
億
円

の
減
収
を
折
り
込
ん
だ
。

　
住
友
化
学
は
メ
タ
ク
リ
ル

樹
脂
（
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
成
形
材

料
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

に
一
層
拍
車
を
か
け
る
。
自

動
車
部
品
や
家
電
部
品
に
使

わ
れ
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

（
Ｐ
Ｐ
）
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の

チ
ャ
ネ
ル
を
効
果
的
に
活
用

し
、
欧
米
な
ど
で
市
場
開
拓

を
強
化
。
日
系
で
の
採
用
例

の
欧
米
系
な
ど
へ
の
横
展
開

に
も
一
段
と
力
を
入
れ
る
。

　
住
友
化
学
は
19
年
４
月
１

日
付
で
、
メ
タ
ア
ク
リ
ル
事

業
部
の
取
り
扱
い
製
品
に
つ

い
て
自
動
車
材
事
業
部
に
移

管
し
、
メ
タ
ア
ク
リ
ル
事
業

部
を
廃
止
。
自
動
車
分
野
を

中
心
と
し
た
高
付
加
価
値
品

の
開
発
を
一
層
加
速
す
る
た

め
で
、
Ｐ
Ｐ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

や
熱
可
塑
性
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

（
Ｔ
Ｐ
Ｅ
）
と
の
シ
ナ
ジ
ー

を
追
及
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｍ
Ｍ

Ａ
成
形
材
料
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
住
友
化
学
は
Ｐ
Ｐ
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
の
生
産
拠
点
を
日

本
、
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
米
国
、
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル
コ
に

有
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｅ
も
日
本
、
中

国
、
米
国
、
英
国
で
生
産
体

制
を
整
え
て
い
る
。
自
動
車

や
家
電
分
野
を
主
体
に
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
。
日
系
、
非
日
系
を
問
わ

ず
販
売
に
注
力
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｐ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
自

住
友
化
学

Ｐ
Ｐ
複
合
材
チ
ャ
ネ
ル
活
用

国
際
展
開
さ
ら
に
拍
車

ＰＭＭＡ

動
車
向
け
の
チ
ャ
ネ
ル
な
ど

を
う
ま
く
活
用
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｍ

Ａ
成
形
材
料
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
事
業
拡
充
を
さ
ら
に
推
し

進
め
る
方
針
だ
。
特
に
、
欧

米
で
の
市
場
開
拓
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
化
。
日
系
の

現
地
進
出
対
応
は
も
と
よ

り
、
欧
米
系
へ
の
販
売
の
増

加
を
目
指
し
て
い
る
。
欧
米

系
に
対
し
て
は
、
日
系
の
高

付
加
価
値
品
の
採
用
例
が
大

き
な
武
器
に
な
る
と
み
て
い

る
。

　
住
友
化
学
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
成
形
材
料
を

生
産
。
モ
ノ
マ
ー
か
ら
の
一

貫
体
制
の
下
に
、
年
産
15
万

㌧
の
能
力
を
有
す
る
。
連
続

バ
ル
ク
重
合
法
や
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
技
術
の
強
み
を
生
か

し
、
高
付
加
価
値
化
を
推

進
。
自
動
車
を
最
重
点
分
野

に
位
置
づ
け
、
近
年
で
は
テ

ー
ル
ラ
ン
プ
向
け
の
耐
薬
品

性
グ
レ
ー
ド
や
外
装
関
係
で

使
う
耐
擦
傷
性
グ
レ
ー
ド
を

新
た
に
開
発
・
上
市
し
て
い

る
。

　
耐
薬
品
性
グ
レ
ー
ド
や
耐

擦
傷
性
グ
レ
ー
ド
は
日
系
を

主
体
に
採
用
が
進
ん
で
き
て

お
り
、
非
日
系
も
伸
ば
し
て

い
く
。

　
自
動
車
材
事
業
部
へ
の
移

管
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
成
形
材
料

で
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
の
関
係
も
深

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
日
本

を
含
む
ア
ジ
ア
市
場
に
引
き

続
き
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
欧
米
で
の
需
要
獲
得
を

強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事

業
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
。

天
然
由
来
品
に
参
入

Ｋ
Ｈ
ネ
オ
ケ
ム

界
面
活
性
剤
向
け
提
案

高級アルコール　
Ｋ
Ｈ
ネ
オ
ケ
ム
は
、
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
の
天
然
由
来
品
に
参
入
す
る
。
高
機
能
タ
イ
プ
の
天
然
由
来
高

級
ア
ル
コ
ー
ル
を
開
発
し
、
界
面
活
性
剤
向
け
に
提
案
す
る
。
こ
の
開
発
品
で
作
る
界
面
活
性
剤
は
浸
透

力
、
生
分
解
性
、
泡
切
れ
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
環
境
へ
の
負
荷
が
低
い
。
同
社
は
石
油
化
学
由
来
高

級
ア
ル
コ
ー
ル
の
大
手
だ
が
、
天
然
由
来
品
の
拡
充
に
も
注
力
し
て
い
く
。

　
開
発
品
は
、
炭
素
数
13
の

高
級
ア
ル
コ
ー
ル
の
異
性
体

混
合
物
。
天
然
由
来
原
料

（
非
公
表
）
か
ら
同
社
の
強

み
で
あ
る
オ
キ
ソ
反
応
と
還

元
技
術
で
合
成
さ
れ
る
。
炭

素
鎖
の
途
中
に
メ
チ
ル
基
の

分
岐
が
あ
る
構
造
を
持
つ
。

　
開
発
品
と
エ
チ
レ
ン
オ
キ

サ
イ
ド
で
作
る
非
イ
オ
ン

（
ノ
ニ
オ
ン
）
系
界
面
活
性

剤
は
、
そ
の
分
岐
構
造
に
よ

っ
て
表
面
張
力
が
低
く
、
浸

透
力
が
高
い
特
徴
が
あ
り
、

優
れ
た
洗
浄
性
を
発
揮
す

る
。
泡
切
れ
が
良
好
で
、
す

す
ぎ
性
に
も
優
れ
る
。
ま

た
、
分
岐
度
が
炭
素
数
８
の

石
油
化
学
由
来
高
級
ア
ル
コ

ー
ル
（
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
）
並

み
に
低
く
、
優
れ
た
生
分
解

性
を
備
え
る
。

　
開
発
は
研
究
開
発
部
門
の

Ｒ
＆
Ｄ
総
合
セ
ン
タ
ー
（
三

重
県
四
日
市
市
、
千
葉
県
市

原
市
）
で
行
い
、
ラ
ボ
ベ
ー

ス
で
の
合
成
・
評
価
を
推
進

中
。
顧
客
の
評
価
を
経
て
事

業
化
を
目
指
す
。

　
Ｋ
Ｈ
ネ
オ
ケ
ム
は
、
高
級

ア
ル
コ
ー
ル
製
品
群
と
し
て

石
油
化
学
由
来
の
オ
ク
タ
ノ

ー
ル
、
ノ
ナ
ノ
ー
ル
、
イ
ソ

ノ
ナ
ノ
ー
ル
、
デ
カ
ノ
ー

ル
、
ト
リ
デ
カ
ノ
ー
ル
を
揃

え
る
大
手
。
今
回
の
開
発
品

は
事
業
化
し
た
場
合
、
同
社

と
し
て
初
の
天
然
由
来
高
級

ア
ル
コ
ー
ル
と
な
る
。

　
同
社
は
18
年
に
策
定
し
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
30
」
で
挙
げ
た
三
つ
の

戦
略
ド
メ
イ
ン
の
一
つ
、

「
環
境
」
分
野
で
「
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
の
推
進
」
を
掲

げ
る
。
天
然
原
料
を
用
い
た

製
品
拡
充
な
ど
で
環
境
課
題

の
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
方

針
だ
。

　
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
で
大
学
に
通
っ
た
経
験
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
に
直

面
し
て
い
る
学
生
た
ち
へ
、

一
刻
も
早
い
現
金
の
給
付
を

政
府
に
求
め
た
い
。
必
ず
や

彼
ら
は
そ
れ
に
感
謝
し
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
新
し
い
日

本
の
た
め
に
貢
献
し
て
く
れ

る
と
信
じ
る
▼
７
人
の
家
族

を
支
え
て
い
た
父
に
、
高
学

費
を
頼
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
実
家
で
読
ん
で
い
た

新
聞
の
広
告
欄
で
新
聞
奨
学

生
制
度
を
知
っ
た
の
は
40
年

前
。
東
京
近
郊
の
販
売
所
に

配
属
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は

沖
縄
、
大
分
、
岡
山
、
長
野

各
県
出
身
の
先
輩
学
生
が
働

い
て
い
た
▼
確
か
４
年
制
大

学
で
最
大
２
０
０
万
円
の
奨

学
金
が
給
付
さ
れ
、
部
屋
は

無
料
提
供
さ
れ
て
朝
食
付

き
。
月
給
は
朝
夕
刊
の
配
達

と
集
金
・
チ
ラ
シ
手
当
含
め

て
手
取
り
６
万
円
ほ
ど
だ
っ

た
▼
日
本
新
聞
協
会
に
よ
る

と
、
19
年
10
月
時
点
の
学
生

の
新
聞
販
売
所
従
業
者
数
は

４
７
１
４
人
。
今
年
度
奨
学

生
の
募
集
要
項
を
調
べ
る

と
、
奨
学
金
は
４
年
制
で
最

大
５
２
０
万
円
、
月
給
は
食

費
を
差
し
引
い
て
13
万
〜
16

万
円
。
条
件
は
良
く
な
っ
て

い
る
は
ず
な
の
に
、
学
生
数

が
01
年
比
で
４
分
の
１
に
減

っ
て
い
る
と
知
っ
て
残
念
で

な
ら
な
い
▼
４
月
22
日
に
学

生
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
中

間
報
告
に
よ
る
と
、
家
族
や

ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
減
で
13

人
に
１
人
が
退
学
を
検
討
。

１
千
万
円
以
上
収
入
が
あ
っ

た
自
営
業
の
父
親
の
経
営
悪

化
を
知
っ
た
私
立
大
３
年
生

は
、
両
親
が
「
お
金
の
こ
と

は
心
配
せ
ず
、
し
っ
か
り
勉

強
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く

れ
る
も
の
の
、
親
の
や
せ
我

慢
を
察
し
て
「
辞
め
ざ
る
を

得
な
い
」
と
告
白
し
て
い
る

▼
国
立
大
生
は
「
学
費
減

免
」
を
求
め
る
と
と
も
に
私

立
大
と
比
べ
劣
る
「
遠
隔
授

業
」
の
環
境
構
築
を
要
望
す

る
。
人
と
人
と
の
間
隔
を
一

定
程
度
空
け
る
「
社
会
的
距

離
」
の
予
防
策
を
続
け
ざ
る

を
得
な
い
と
分
か
っ
た
こ
の

期
に
及
ん
で
、
国
は
躊
躇
し

て
い
る
暇
な
ど
な
い
。


